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何が面白くて駝鳥を飼うのだ。
動物園の四｜坪半のぬかるみの中では、
脚が大股過ぎるぢゃないか。
頚があんまり長過ぎるぢゃないか。
雪の降る国にこれでは羽がぼろぼろ過ぎるぢ
　ゃないか。
腹がへるから堅パンも喰ふだらうが、
駝鳥の眼は遠くばかり見てゐるぢゃないか。
身も世もない様に燃えてゐるぢゃないか。
瑠璃色の風が今にも吹いて来るのを待ちかま
　へてゐるぢゃないか。
 (
書式に作品を貼り付ける際は、
サンプルの書式を維持するために
「テキストのみ保持」で貼り付けましょう。
これらの注意事項の吹き出しは消して
提出してください。
)あの小さな素朴な頭が無辺大の夢で逆まいて
　ゐるぢゃないか。
これはもう駝鳥ぢゃないぢゃないか。
人間よ、
 (
詩
については
、
一行が
二十字を超える場合
、
二行目以降は行頭を
一文字下げて書いて
ください
。
)もう止せ、こんな事は。
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